















水 ,2001;佐藤他 ,2004;秋田他 ,2005;田中・森・庄井 ,2008,柳沢 ,2008)。実践のプロセスにより深く問いを進めよう
とする研究は、しかし、対極にある二つの前線において困難な挑戦を要する課題に直面している。
一方で、実践に深く関わり、持続的な展開を支え、その過程への問いを漸進させていくことが求


















1. 実践の学における実践と研究の循環  
 教育科学の目的と方法をめぐる研究においてしばしば言及されてきたように（白銀 ,1974;堀尾 ,1979;






















































 C.アージリスと D.A.ショーンの Action Theory を中心に  






え続けている。とりわけショーンの The Reflective Practitioner (Schön,1983)は教育改革にともなって求
められる教師教育の再構築への企図にも強いインパクトを与えてきている。アメリカにおける教
師教育改革の動きを踏まえた佐藤学の精力的な紹介を得て (佐藤 ,1997)、1990 年代以後日本において






究のあり方を展望しようとするショーンの The Reflective Practitionerを採り上げていく。  
 アージリスとショーンの分析においては、実践の中での省察についても、実践の研究について
も、それらを学習プロセスとしてとらえ、その構成・展開・作用の解明が進められていく。学習
プロセスの分析の基本的枠組みは＜単一ループ学習 single loop learning＞と＜多重ループ学習 double 
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  ショーンの論点はもう一つ、社会的な実践において実践者は当事者であって、その実践の目的
やプロセスから離れて、研究仮説とその検証のために操作的に実験状況を作るようなアプローチ




































を上げている。第１のフレイム分析 Frame analysis (RP,309)は実践にアプローチする際の視点・枠組み
とその展開の研究であり、第２のレパートリー形成の研究 Repertoire-building research (RP,315)は、実践
の展開とそこでのアプローチ・判断を、レパートリーとして共有していくための研究である。第
３の探究の基本的な方法と架橋理論に関する研究 Research on fundamental methods of inquiry and overarching 
theory (RP,317)、第４の行為の中での省察に関する研究 Research on the process of reflection-in action (320)は、
???????????????????（?????）







具体的な提起はなされてはいない。この点で、ショーンは The Reflective Practitionerにおいてもまた






















































































師の協働研究の編成の両面から検討を重ねてきている (長谷川 ,1989;向当 ,2004)。その中で、ここでは
堀川小学校における実践と実践研究の展開過程を取り上げていくこととしたい。  
















（『自己実現をはかる授業』 ,1994;『個と歩む』 ,2000;『子どもの学びと自己形成』2006）。  

































































































































































































践研究群(2007-2011)を検討していただければ幸いである（柳沢 ,2004)。  
 
 
























                                                     
１  この著作は後に『デューイ後期著作集』 .[John Dewey the Latter Works 1925-1953 vol.5, Southern 
Illinois University Press,1984]に収録されている。本稿での引用は後期著作集による。  
２  以下、この著作からの引用においては、RP と略記し英語版のページ数と、柳沢・三輪監訳版のペ
ージ数を併記する。  
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